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研究成果の概要（和文）：. 
アーレントの「世界愛」をヒントに、東北アジア地域に平和をもたらす「和解」の具体的な条

件を探ろうとしてきたが、最終的に、「慰安婦」問題の真の解決に向けて、「国民基金」設立に
よって分断され、対立してきた支援運動関係者が、対等に議論する場を構築することが出来て、
新たな一歩を踏み出した。 
 
研究成果の概要（英文）： 

We have tried to look for the conditions for "reconciliation" which may bring peace to the 
northeast Asia in light of the "world love(Amor Mundi)" in Hannah Arendt. As a result, we 
could arrange a forum, aiming a true solution of the "comfort woman" issue for the activists 
divided by the "Asian Women’s fund" to frankly discuss together. We hope that it could be a 
new step forward. 
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１． 研究開始当初の背景 
  本研究は、古来多岐にわたる重層的な交

流があったにも関わらず、20 世紀に入って植

民地政策や戦争内戦によって未だに分断さ

れたままの国家が 21 世紀に持ち越され敵対

している東北アジア地域に、平和をもたらす
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「和解」の具体的な条件を探ろうとしていた。

アーレントの「世界愛」をヒントに、研究代

表者がこれまで行ってきたフィールド調査

から、独仏の共通歴史教科書発刊の経緯や、

G.エッカート国際教科書研究所の活動を参

考にしながら、この地域固有の問題状況に新

たに独自の視点から切り込むことによって、

将来的な展望を見出そうとするものであっ

た。 
 
２． 研究の目的 

本研究代表者は、1997 年に、「慰安婦」問

題をフェミニズムの視点に立って理論的に

解明していくことを目指して「女性・戦争・

人権」学会を有志で立ち上げ、韓国の研究者

と交流をもってきたが、2005 年１０月に、

その成果である『ジェンダーの視点で見る日

韓近現代史』を完成、両国で同時出版をする

ことができた。 
このプロジェクトが進行する間に韓流ブ

ームが起こり、多くの日本の女性たちが韓国

に関心を持ち、韓国文化やハングルの勉強を

して、韓国に旅行するようになった。 
しかしながら、他方で、東北アジアにおける

政治的・歴史的な認識の溝はなお埋められて

はおらず、このようなことに関心を持たない

彼女たちの潜在的な平和希求の願いを掘り

起こし、世界にむけてその力を発揮して、東

北アジアの不測の事態を避けるようにする

にはどうすればいいかが、課題になった。 
日本と韓国で『和解についてー教科書・慰安

婦・靖国・独島』を出版して、大きな問題提

起をされた世宗大の朴裕河氏が研究協力者

として参加されることになり、日韓双方で、

韓流に関わる人たちも含め、右翼的・左翼的

思考双方の人たちにも聞き取りをして、「和

解の妨げになっている問題点」を徹底的に掘

り下げ、それを明らかにしたい。日韓両国で、

政治と文化を切り離して考えようとしてい

る人たちが多いが、その仕組みや背景につい

て追究し、そのような仕組みの何が問題なの

かを徹底的に明らかにする。 
 
３．研究の方法 
本研究は、ここ十年の『歴史和解』問題をめ

ぐる日韓関係者の葛藤自体をも歴史化して

俎上にあげることも含め、現実に研究代表者

と研究分担者、更に研究協力者がそれぞれに

これまで行ってきた研究・実践活動を持ち寄

って、アーレントの「世界愛」の思想をもと

にして、東北アジアで 21 世紀に起こってい

る人々の交流を、いかにして東北アジアの共

生・共存の世界構築に向けていけるかを、ジ

ェンダーの視点から考えて見ようとするも

のである。日韓のこれまでの研究成果を踏ま

えつつ、特に、大衆文化交流という、いわば

サブカルチャーの側面にも光を当て、特に女

性の日常性の中に入りこみ、平和を共有して

いくための歴史の共有の視点を掘り起こし、

「和解」のための条件を見つけ出していきた

いと思ってきた。このような切り口からの追

求は、これまでにはないものではないかと考

える。 

 

４．研究成果 

アーレントの「世界愛」をヒントに、東北ア

ジア地域に平和をもたらす「和解」の具体的

な条件を探ろうとしてきたが、最終的に、「慰

安婦」問題の真の解決に向けて、「国民基金」

設立によって分断され、対立してきた支援運

動関係者が、対等に議論する場を構築するこ

とが出来て、新たな一歩を踏み出した。 

大衆文化交流に関しては、韓国ドラマを切

り口にして、日韓の文化理解を深めるドラマ

講座の活動を進めることができた。講座を通

して多くのドラマファンと接することで、



2000 年代初めの“冬ソナ”に始まった韓流フ

ァン第一世代が進化していることがわかっ

た。彼女/彼らは、韓国への関心をさらに深

めているが、日本で展開する商業主義的な韓

流ではその欲求や関心が満たされていない。

そうした中で、ドラマ講座の実践は、韓流フ

ァンたちのアイデンティティ（女性、主婦、

母親、日本人、在日など）とドラマの背景に

展開する韓国社会、韓国の人々とを関連づけ

ることができた。今後、さらなる実践を通し

て、日韓の「和解」の具体的な条件に欠かせ

ない文化理解の礎を築くことができるとの

確信を得た。 

なお、上記した本科研の最後の仕上げとして

同志社大学今出川キャンパスの明徳館で開

催された意見交換の場としてのシンポジウ

ム（2012 年 3 月 10 日）は、混乱もなく、企

画した意図に概ね沿う形で白熱した議論が

展開され、主催者、パネリスト、会場の聴衆

が一体となって有意義なひと時を共有した

のだったが、この日の記録を残すべくその後

全体のテープ起こしを行って、目下今年中に

冊子として刊行するべく編集作業に入った

ところである。なおＷＡＮ（ウイメンズアク

ションネットワーク）のホームページで、パ

ネリストの一人であった岡野八代氏がこの

シンポジウムの報告を連載している。  

（http://wan.or.jp/reading/?p=6633） 
また、別紙 pdf で添付しているシンポジウ

ム当日の資料を参照していただければと思

う。 
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